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（1） 令和 5年 7月 15日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

1
月
14
日
（
土
）、
令
和
4
年

度
城
南
区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
大
会
を
金
山
小
学
校
体
育
館

に
お
い
て
１
１
８
名
の
参
加
の

も
と
、
盛
況
裡
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

1
月
の
寒
い
中
で
の
開
催
で
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
危
惧

し
て
い
ま
し
た
が
、
例
年
並
み

の
参
加
で
、
主
催
者
と
し
て
は

“
ホ
ッ
と
”
ひ
と
安
心
し
、
何
よ

り
も
怪
我
や
体
調
不
良
を
来
す

選
手
が
一
人
も
出
な
か
っ
た
こ

と
で
し
た
。

　

競
技
は
、
総
得
点
を
競
う
カ
ウ

ン
ト
・
ア
ッ
プ
と
、
班
ご
と
に
勝

ち
残
り
で
勝
者
を
決
定
す
る
ア

ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2
種
目

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
、
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
、
少
な
い
ス

ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
が
で
き
、
ま
た

得
点
を
暗
算
で
出
す
こ
と
が
多

い
た
め
身
体
だ
け
で
な
く
“
脳
の

運
動
”
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
個
人

競
技
を
主
体
と
し
ま
す
が
、
他
の

参
加
者
と
競
い
合
う
中
、
技
を
教

え
あ
う
交
流
の
場
所
と
な
り
ま

す
。

　

健
康
に
長
生
き
を
す
る
秘
訣

は
、
積
極
的
に
人
と
会
い
、
運
動

を
仲
間
と
す
る
こ
と
が
介
護
予

防
に
効
果
的
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
各
地
区
・
校
区
の
公

民
館
や
い
こ
い
の
家
な
ど
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
一
度

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て

今
年
は
区
の
大
会
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

☆カウント・アップ☆

順　位 班 氏　名 校　区 得　点

優　勝 ３班 森 　　俊夫 堤 584

準優勝 ９班 金子 琢一郎 田　島 513

第 3位 11 班 三島 　春子 七　隈 499

特別賞　今大会も最高齢者は両名でした

男　性 小林 　　岌 鳥　飼 96 歳

女　性 原田 サツエ 七　隈 91 歳

☆アンダー・ザ・ハット☆　※各班優勝者

班 氏　名 校　区 班 氏　名 校　区

1 班 澤田 　良子 金　山 7 班 斉藤 純一郎 堤

2 班 原田 はやみ 城　南 8 班 松田 　俊博 城　南

3 班 森 　　俊夫 堤 9 班 上原 　喜進 鳥　飼

4 班 石橋 　英明 堤　丘 10 班 猪口志 　武 別　府

5 班 津留崎 利雄 長　尾 11 班 阪本 日出海 七　隈

6 班 肥高 二美子 堤　丘 12 班 其田 美代子 堤　丘

大会結果（敬称略） プ
の
部
で
は
、
堤
地
区
（
校
区)

の
森
俊
夫
さ
ん
が
５
６
１
点
の

高
得
点
で
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ

ト
の
部
は
、
各
班
で
最
後
ま
で
勝

ち
抜
い
た
12
名
が
そ
れ
ぞ
れ
栄

光
を
勝
ち
得
ま
し
た
。

　

毎
年
、
区
大
会
の
上
位
入
賞
者

は
市
大
会
へ
推
薦
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
日
程
の
変
更
に
よ

り
選
手
の
選
考
が
間
に
合
わ
な

か
っ
た
た
め
、
令
和
4
年
度
の
市

大
会
に
限
り
、
令
和
3
年
度
大
会

の
上
位
11
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
5
年
度
の
区
大
会
は

6
月
22
日(

木)

に
す
で
に
開
催

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
成
績
等

は
「
ふ
れ
あ
い
第
77
号(

1
月
1

日)

」
に
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

コロナ禍乗り越えコロナ禍乗り越え
多くの参加者で開催多くの参加者で開催

  令和 4 年度
  城南区高齢者ソフトダーツ大会
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

盛
夏
の
候
、
城
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、

区
政
の
推
進
や
各
種
事
業
の

実
施
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
の
高
齢
者
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り
演

芸
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
の
開
催
の
ほ
か
、

友
愛
訪
問
活
動
を
実
施
さ
れ

る
な
ど
、
高
齢
者
の
方
々
が

元
気
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

城
南
区
で
は
、「
豊
か
な

暮
ら
し
が
あ
る
ま
ち
・
城
南

区
」
を
目
標
に
、
様
々
な
関

係
機
関
・
団
体
の
皆
様
と
と

も
に
、
地
域
で
支
え
合
う
ぬ

く
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
高
齢
者
の

方
々
が
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
自
立
し
た
生
活
を
安
心
し

て
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介
護

予
防
事
業
な
ど
、
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
た
め
に
中
止
と
な
っ

て
い
た
事
業
も
再
開
さ
れ
、

以
前
の
よ
う
に
会
員
の
皆
様

の
交
流
や
親
睦
が
深
ま
り
、

地
域
を
支
え
る
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暑

く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
熱
中

症
も
含
め
、
健
康
管
理
に
は

十
分
留
意
さ
れ
、
夏
を
乗
り

切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

結
び
に
、
城
南
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら

祈
念
し
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
元
気
に
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

令
和
5
年
度
総
会
に
て
ご

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
に
就
任
し
ま

し
た
堤
地
区
の
戸
高
輝
美
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
精
一
杯
努
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
令
和
4
年
度
に
実

施
し
た
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
諸
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
多
く
の
会
員
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
盛
況
裡
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
城
南
区
長
を
は

じ
め
、
区
役
所
や
区
社
会
福

祉
事
務
所
の
皆
様
の
ご
指
導

と
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、

ま
た
、
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
運
営
委
員
な
ら
び
に
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
、
女
性
部
長

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
対
し
衷

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
私
た
ち
は
諸

先
輩
方
の
尽
力
に
よ
り
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
仲
間

づ
く
り
を
行
い
、
孤
独
・
孤

立
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
で

支
え
合
う
基
盤
を
つ
く
り
あ

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
少
子
高
齢
の
進

展
と
と
も
に
地
域
社
会
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
の
希
薄

化
、
高
齢
者
の
孤
立
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処

し
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域

の
高
齢
者
団
体
で
あ
る
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
や
、
創

立
の
基
で
あ
る
高
齢
者
自
ら

が
お
互
い
に
助
け
合
う
「
自

主
・
自
立
・
共
助
」
の
取
り

組
み
が
重
要
か
と
思
い
ま

す
。

　

今
日
で
は
、
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
は
全
国
的
に
も
会
員
や
ク

ラ
ブ
の
減
少
が
著
し
く
、
全

老
連
が
提
唱
し
た
取
り
組
み

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運

動
」
の
推
進
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
今
後
と
も
、
区
シ

ニ
ア
連
を
は
じ
め
、
校
区
老

連
、
単
位
ク
ラ
ブ
が
一
丸
と

な
っ
て
会
員
増
強
運
動
を
さ

ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い

き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
、
様
々
な
活
動

を
推
進
し
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
活
力
の
あ
る
、
魅
力
あ

る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に

向
け
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
健
康
と
、
ご
活

躍
を
祈
念
し
て
私
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

城
南
区
長�

西
村　

孝
志

区
長
あ
い
さ
つ

区
長
あ
い
さ
つ

会
員
増
強
運
動
を
さ
ら
に
推
進

会
員
増
強
運
動
を
さ
ら
に
推
進

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長
　
戸
高　

輝
美

新
任
あ
い
さ
つ

新
任
あ
い
さ
つ
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健
康
で
楽
し
い
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を

健
康
で
楽
し
い
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

前
会
長
　
内
原　
　

悟

　

会
員
の
皆
様
に
は
お
健
や

か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
私
儀　

内
原

悟
は
体
調
不
良
の
た
め
、
任

の
中
途
で
は
あ
り
ま
す
が
会

長
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

平
成
31
年
か
ら
の
4
年

間
、
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
な
ど
の
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
、

申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
は
あ

退
任
あ
い
さ
つ

退
任
あ
い
さ
つ

り
ま
す
が
、
皆
様
も
ご
案
内

の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
全
世
界
的
な

規
模
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ

り
、
活
動
の
縮
小
や
中
止
が

余
儀
な
く
さ
れ
、
３
年
ぶ
り

の
総
会
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ

た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
会
長
を
務
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
、
会
員

お
一
人
お
ひ
と
り
の
ご
理
解

と
、
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
運
営
委
員
の
皆
様
を
は
じ

め
、
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
女

性
部
長
の
皆
様
や
関
係
機
関

団
体
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

り
、
事
故
も
な
く
、
コ
ロ
ナ

の
集
団
感
染
の
発
生
も
な

く
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
暑
さ
も
増
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
体
調
に
十

分
お
気
を
つ
け
ら
れ
シ
ニ
ア

ラ
イ
フ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、

城
南
区
の
益
々
の
発
展
と
皆

様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
退
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

役　職 校　区 氏　名
会　長 堤 戸 高　 輝 美

副会長
七　隈 丸 田　 正 博

女性部（七隈） 門 田　 行 子

庶　務 女性部（堤丘） 安藤� カズエ

会　計 女性部（田島） 大 川　 博 子

監　事
別　府 大 野　� 晴 信

女性部（金山） 粟屋　嘉久子

委　員

鳥�　�飼 堀　 充 博

田�　�島 金 子 琢 一 郎

金�　�山 辻 野　　 素辻 野　　 素

長�　�尾 津留崎　利雄

南�片�江 山 本　 嚴

　今年度も委員一丸
となり、魅力的なク
ラブづくりに努めて
まいります。

令和 5 年度
城南区シニアクラブ連合会

運  営  委  員

種　目 内　容

輪投げ 輪を目標に向かって投げて得点を競う

ボール入れ バスケットゴールにボールを投げ入れて得点を競う

スプーン競走 テニスラケットにボールを乗せて運ぶリレー

ドリブル競走 ボールをドリブルしながら運ぶリレー

お宝釣りゲーム 釣り竿で好きな賞品を釣り上げるゲーム

ニアスポーツ交流会の開催を予定していましたが、急遽、新
型コロナワクチン接種会場となったため、中止を余儀なくさ
れました。
　今年は 7月 24日（月）に開催を予定しています。内容は
主に軽い運動が中心で、競技種目・内容（予定）は下の通り
です。
　あくまでも個人競技が主体ですが、チームプレーもあり
と、楽しみ満載です。お友達を誘って参加してみてはいかが
でしょうか。

　シニア世代の一番の関心事は、健康で長生きをすることで
す。健康に長生きを続ける秘訣として、介護予防活動が非常
に重要と言われています。健康で長生きする秘訣は、積極的
に人と会うことと言われており、運動は仲間とすると介護予
防により効果的と言われています。
　令和 4年 12月 8日（木）、城南体育館において城南区シ

令和４年度城南区シニアスポーツ交流会
中止のお知らせ

※写真は過去のものです
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◎　運営委員会　10：00～
◎　運営委員会と同時開催の会議、研修会等は概ね13：30～
◎　市民センター、体育館等で実施する事業は事業ごとに事前にご案内します

開始時間について

実施日 行　事 対象者 会　場

4

4日（火）会計監査 会長・会計・監事 城南区役所審査会室

5日（水）校区女性部長会① 会 長・ 副 会 長・
校区女性部長

城南市民センター
会議室

7日（金）第１回運営委員会 運営委員 城南市民センター
会議室

5

8日（月）三役会 会長・副会長等 城南区役所審査会室

15日（月）
第2回運営委員会 運営委員 城南市民センター

会議室
総会・単位クラブリーダー
研修会

単位クラブ会長・
校区女性部長

城南市民センター
会議室

18日（木）広報部会① 広報部会員・庶務 城南区役所審査会室

23日（火）市 ) 第 50 回老人クラブ
通常総会

単位クラブ会長
・校区女性部長 福岡市民会館

6

2日（金）第3回運営委員会 運営委員 城南市民センター
会議室

7日（水）囲碁・将棋大会 高齢者 城南市民センター
会議室

22日（木）ソフトダーツ大会 校区推薦代表 城南体育館

7

4日（火）第4回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

6日（木)
～7日(金)

九州ブロック老人クラブ
リーダー研修会 運営委員 福岡市

オリエンタルホテル福岡

13日（木）演芸大会 高齢者 城南市民センター
ホール

15日（土）広報紙「ふれあい」
第76号発行 会員等

24日（月）シニアスポーツ交流会 高齢者 城南体育館

28日（金）市）囲碁・将棋大会 区）代表 市民福祉プラザ
601・602

8
3日（木）第5回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

22日（火）女性部長視察研修 校区女性部長 行先　未定

9

1日（金）市）第59回高齢者保健福
祉大会 市）高齢者 福岡市民会館 

4日（月） 第 6 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

14日（木）市）健康づくりリーダー
研修会 区）推薦会員 市民福祉プラザ

502･3

15日（金）

社会福祉施設訪問事業
（予定）

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）飛鳥

「老人の日」（老人週間 15 日～ 21 日）

実施日 行　事 対象者 会　場

9

20日（水）

社会福祉施設訪問事業
施設訪問事業（予定）

会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）油山緑寿園

全国一斉「社会奉仕の日」会員 各校区

21日（木）シニア教養講座
（写真教室①） 高齢者（一般公募）城南市民センター

会議室

28日（木）シニア教養講座
（写真教室②） 高齢者（一般公募）福岡市動物園･植物園

10

2日（月）
第7回運営委員会 運営委員

城南市民センター
会議室校区女性部長会② 会 長・ 副 会 長・

校区女性部長

4日（水）グラウンド・ゴルフ大会
（予備日　6日(金)） 校区推薦代表 西南杜の湖畔公園

11日（水） 
～15日(日) 市）高齢者美術展 高齢者（一般公募）福岡市美術館

12日（木）シニア教養講座
（写真教室③） 高齢者 城南市民センター

会議室

20 日（金）広報部会② 広報部会員・庶務 城南区役所
審査会室

24日(火)
市 ) 高齢者グラウンド・
ゴルフ大会

（予備日 25 日）
区）代表 舞鶴公園

27日（金）
～31日(火) ねんりんピック愛媛大会

11
6日（月）

第 8 回運営委員会 運営委員 城南市民センター
会議室

単位クラブ女性部長研修会 単位クラブ女性
部長

城南市民センター
会議室

16日（火）シルバーバスハイク（予定）校区推薦 行先　未定

12
4日（月）第 9 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

8日（金）市）女性部会研修会 区）部会員・推進員 市民福祉プラザホール

1

1日（月）広報紙「ふれあい」
第 77 号発行 会員等

9日（火）第 10 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

25日（木）市）老人クラブリーダー
養成研修会 区）推薦会員 市民福祉プラザ

502･503

31日（水）市 ) 高齢者ソフトダーツ
大会 区）代表 福岡市民体育館

2 2日（金）第11回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

3 4日（月）
第 12 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

友愛訪問説明会 友愛訪問班長等 城南区役所
大・小会議室

城南区シニアクラブ連合会   城南区シニアクラブ連合会   行 事 予 定 表行 事 予 定 表令和 5 年度令和 5 年度



（5） 第 7 6 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
令
和
5
年
度
総
会

は
、
令
和
5
年
5
月
15
日

(

月)

城
南
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
令
和
2
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
き
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

緩
和
措
置
に
よ
り
、
4
年
ぶ

り
に
会
員
一
同
を
会
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
城
南
区
長

西
村
氏
、
福
祉
・
介
護
保
険

課
長
の
大
部
氏
を
ご
来
賓
に

お
迎
え
し
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
の
あ
と
厳
か
の
う
ち
に
進

行
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
七
隈
校
区
梅

林
三
丁
目
千
歳
会
の
丸
田
正

博
氏
を
議
長
に
選
出
し
、
予

定
し
て
い
た
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
、
熱
心
な
御
審
議
の

あ
と
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成

多
数
の
拍
手
を
も
っ
て
御
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
令
和
5
年
度
運

営
委
員
の
紹
介
を
も
っ
て
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

令
和
5
年
度
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い

え
、
依
然
と
し
て
患
者
の
発

生
は
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
状
況
を
見
な
が
ら
慎
重

に
判
断
し
実
施
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
総
会
出
席
者
は
、

会
員
総
数
の
過
半
数
の
出
席

に
よ
り
総
会
は
成
立
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

▲議長に選出された▲議長に選出された
丸田　正博 氏丸田　正博 氏

４
年
ぶ
り
会
員
一
同
会
す

４
年
ぶ
り
会
員
一
同
会
す

令和 5年度新役員の皆様令和 5年度新役員の皆様

令和5年度  老人クラブ表彰（敬称略）

1　老人クラブ育成功労者（単位老人クラブ会長）
　　�（要件：単位老人クラブ会長として、5年以上在職し、

老人クラブの育成発展に尽力した者 )

受賞者名 老人クラブ名 校　区

高橋�　雅子 樟の友の会 田　島

中山�　　徹 荒江団地長寿会 城　南

轟�　　達也 菊寿会 七　隈

永田�　　泉 東油山むつみ会 南片江

城丸�　一良 鶴寿会 南片江

石橋�　英明 樋井川2丁目長老会 堤　丘

2　老人クラブ育成功労者(地区・校区女性部長)
　　��（要件：地区・校区女性部長として、5年以上在職し、

女性部の育成発展に尽力した者）

受賞者名 老人クラブ名 校　区

内場�　幸子 東油山老人クラブ 堤

受賞された皆さん受賞された皆さん
おめでとうございます！おめでとうございます！

今後ますますのご活躍を期待して今後ますますのご活躍を期待していますいます

3　老人クラブ事業功労者
（要件：永年にわたり、福岡市老人クラブ連合会の役員、老人クラブの

会長または会長経験者で、現在もクラブの発展向上に努めている功績）

受賞者名 老人クラブ名 校　区

内原�　　悟 福岡市老人クラブ連合会 金　山

(1) 市長表彰

(2) 市長感謝状

(3) 市社会福祉競技会会長表彰

令
和
５
年
度
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会 

総
会

受賞者名 老人クラブ名 校　区

門田�　行子 福岡市老人クラブ連合会 七　隈

受賞者名 老人クラブ名 校　区

戸高�　輝美 福岡市老人クラブ連合会 堤
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5
月
15
日
（
月
）、
令
和

5
年
度
総
会
に
続
い
て
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
行
い
、
単
位

ク
ラ
ブ
会
長
や
校
区
女
性
部

長
の
皆
さ
ん
53
名
が
お
疲
れ

の
と
こ
ろ
参
加
し
ま
し
た
。

　

3
月
3
日
（
金
）
城

南
区
役
所
大
会
議
室
に
て
、

50
名
余
の
参
加
を
得
て
友

愛
訪
問
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
は

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
令

和
2
年
度
か
ら
開
催
を
見

合
わ
せ
て
お
り
、
3
年
ぶ

り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
城
南
区
福

祉
・
介
護
保
険
課
担
当
者

か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

事
業
補
助
金
」
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

　

研
修
会
で
は
「
高
齢
者
の

救
急
車
要
請
時
の
対
応
等
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
、
城
南

消
防
署
警
備
課
の
矢
野
さ
ん

よ
り
緊
急
要
請
時
の
応
対
等

に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
な

が
ら
の
ソ
フ
ト
な
語
り
口
で
、

日
頃
か
ら
特
に
注
意
す
る
こ

と
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
救
急
車
要
請
の

機
会
が
増
す
高
齢
者
に
と
っ

て
、
気
が
動
転
し
た
状
況
で

の
１
１
９
番
通
報
は

難
し
い
の
で
要
注
意

と
の
こ
と
で
す
。
常

日
頃
か
ら
の
心
が
け

講師の矢野氏講師の矢野氏

　

私
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
入
会

の
き
っ
か
け
は
、
60
歳
で
退
職

後
、
隣
に
住
む
親
戚
の
人
か
ら

「
サ
ワ
子
さ
ん
、
退
職
し
た
ん

な
ら
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
っ

て
班
長
ば
し
て
く
れ
ん
ね
」と
、

声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
し

た
。

　

在
職
中
は
忙
し
く
て
、
地
域

に
目
を
向
け
る
余
裕
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
知
り
合
い
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
思
え
ば
春

に
な
る
と
、
道
路
に
面
し
て

建
っ
て
い
る
わ
が
家
の
椿
の

花
や
葉
が
ボ
テ
ボ
テ
と
道
路

に
落
ち
て
、
日
に
何
回
も
掃
除

を
し
な
い
と
す
ぐ
に
散
ら
か

る
状
態
も
、
当
時
は
そ
ん
な

こ
と
は
目
に
も
入
ら
ず
、
職

場
へ
一
直
線
の
毎
日
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
お
そ
ら
く
地

域
の
人
が
き
れ
い
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

退
職
し
た
ら
地
域
に
少
し
は

お
返
し
と
い
う
か
、
何
か
し

よ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
19
年
、
す
っ
か
り

田
島
校
区
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
一
員
と
し
て
、
ま
た
、
会
長

と
し
て
11
年
、
会
の
運
営
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
と
高
齢
期
を
と
も
に

健
康
で
楽
し
く
、
地
域
に
も

貢
献
し
な
が
ら
を
モ
ッ
ト
ー

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
、
区
役
所
の

保
健
師
さ
ん
た
ち
の
力
を
借

り
な
が
ら
、
年
2
回
は
来
て
い

た
だ
き
、
体
操
や
講
話
で
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い

田
島
校
区
　

4
丁
目
た
し
ま
会

老
人
ク
ラ
ブ
に
思
う
こ
と

会
長
　
大
賀
　
サ
ワ
子
（
79
）

令
和
5
年
度
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

万
一
の
時
対
応
で
き
る
よ
う
に

万
一
の
時
対
応
で
き
る
よ
う
に

33
年
ぶ
り
開
催
！

年
ぶ
り
開
催
！

��

訪
問
の
重
要
さ
再
確
認

訪
問
の
重
要
さ
再
確
認

後
、
友
愛
訪
問
の
意
義
と

報
告
書
の
記
入
等
に
あ

た
っ
て
の
留
意
点
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
「
実
施
の

手
引
」
を
参
照
し
な
が
ら

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
、
昨
年
度
ま
で
加
入
し

て
い
た
活
動
保
険
の
廃
止

が
中
心
と
な
り
、
訪
問
員

の
事
故
等
に
つ
い
て
留
意

す
る
こ
と
や
地
域
団
体
と

の
連
携
が
さ
ら
に
重
要
に

な
る
こ
と
な
ど
が
話
さ
れ

ま
し
た
。

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の
お

話
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
な
が
ら
予
防
ポ
イ
ン
ト
な

ど
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

後
半
の
研
修
は
、
総
会
時

間
が
押
し
た
た
め
進
行
時
間

が
遅
れ
、
リ
ー
ダ
ー
必
携
を

用
い
た
説
明
で
は
、
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
の
簡

潔
な
説
明
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
「
市
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
補
助
金
」の
一
部
変
更
に
は
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
賛
同
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
奉
仕
活
動
は
、
田
島

神
社
の
清
掃
を
月
1
で
約
10

名
で
行
っ
て
お
り
、
落
ち
葉

を
袋
に
集
め
、
き
れ
い
に
な
っ

た
境
内
を
見
る
の
は
と
て
も

清
々
し
い
も
の
で
す
。
ち
な

み
に
、
昨
年
か
ら
日
帰
り
旅

行
も
再
開
し
ま
し
た
。

　

新
春
の
集
い
で
は
、
懐
か
し

い
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
、
ゲ
ー

ム
等
で
楽
し
ん
で
交
流
し
て

い
ま
す
。
昨
年
末
に
「
も
う
体

が
弱
っ
た
の
で
会
を
辞
め
よ

う
と
思
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ

る
方
が
い
ま
し
た
が
、
私
は

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
元
気
な
時

だ
け
の
会
で
は
な
い
で
す
よ
」

と
話
し
、
引
き
続
き
会
員
に
。

ま
た
、
田
島
公
園
の
草
が
生
え

過
ぎ
て
気
に
な
り
、
子
ど
も
会

の
お
母
さ
ん
た
ち
の
草
取
り

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
秋
の
美

化
活
動
で
10
数
名
が
参
加
し

除
草
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
会
員
さ
ん
が

今
年
も
2
名
減
り
、
38
名
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
P
R

が
足
り
な
い
な
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
宣
伝
し
、
ま
ず
は
昨

年
の
40
名
に
早
く
し
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

令
和
5
年
度
友
愛
訪
問
説
明
会



（7） 第 7 6 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に

変
わ
っ
た
年
、
こ
の
地
梅
林

に
移
り
住
ん
で
早
い
も
の
で

35
年
も
の
歳
月
が
経
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
間
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
毎
週
月
曜
日
の
朝

6
時
頃
マ
イ
カ
ー
で
自
宅
を

出
発
し
、
8
時
頃
勤
務
先
に

到
着
、
そ
し
て
金
曜
日
に
は

逆
の
コ
ー
ス
で
自
宅
に
戻
っ

て
く
る
、
こ
の
間
偏
り
が
ち

で
あ
っ
た
が
自
分
で
食
事
の

用
意
を
し
、
出
来
る
だ
け
元

気
な
声
で
「
い
た
だ
き
ま
ー

す
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

一
人
寂
し
く
食
事
を
し
て
い

た
の
が
つ
い
こ
の
間
の
様
な

気
が
い
た
し
ま
す
。

　

単
身
赴
任
の
生
活
は
2
年

間
で
、
味
気
な
い
も
の
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
一
歩
踏
み
出
さ
な
い
と
見

る
事
が
出
来
な
い
景
色
や
思

い
を
数
多
く
経
験
す
る
事
が

出
来
て
有
意
義
な
2
年
間
で

も
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
い
た

し
ま
す
。

　

現
役
生
活
も
平
成 

23 

年

に
無
事
終
了
…
さ
あ
ー
て
な

に
を
し
よ
う
か
、
し
ば
ら
く

ゆ
っ
く
り
…
ゆ
っ
く
り
し
て

み
よ
う
の
思
い
と
は
裏
腹
に

町
内
や
校
区
の
先
輩
方
か
ら

あ
れ
も
…
こ
れ
も
…
そ
れ
も

…
お
手
伝
い
出
来
ま
せ
ん
か

と
の
甘
い
言
葉
に
心
動
か
さ

れ
ズ
ル
ズ
ル
と
今
日
を
む
か

え
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
の
時
期
は
校
区
の

事
、
町
内
の
事
、
等
で
年
度

初
め
は
諸
会
議
・
打
ち
合
わ

せ
・
総
会
準
備
等
々
多
忙
な

時
期
で
す
が
そ
の
事
に
よ
っ

て
自
分
が
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
思
え
ば
苦
に

も
な
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
も
自
分
以
外
の
人
達

も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
の
一
部
に
現
れ
て

来
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う

と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ

で
充
分
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

気
持
ち
と
精
神
を
大
事
に
し

な
が
ら
歩
ん
で
い
く
つ
も
り

で
す
。・・・
自
分
の
為
に
な
っ

て
い
る
事
が
、
実
は
そ
れ
以

上
に
人
の
為
に
な
っ
て
い
る

事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な

く
て
は
。

　

自
身
の
事
は
こ
れ
く
ら
い

で
筆
を
お
き
ま
す
。

　

冒
頭
に
述
べ
ま
し
た
よ
う

に
移
り
住
ん
だ
34
年
前
、
我

が
家
と
地
続
き
の
東
側
お
よ

そ 

３
０
０
０
坪
は
雑
木
・

一
部
常
緑
樹
・
雑
草
が
生
い

茂
っ
た
雑
木
林
が
あ
り
、
2

〜
3
年
の
う
ち
に
福
岡
市
の

緑
地
公
園
に
な
り
ま
す
か
ら

と
、
業
者
の
宣
伝
文
句
に
飛

び
つ
き
自
宅
と
し
て
買
い
求

め
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
2
年
、
当
初
の

宣
伝
文
句
の
通
り
工
事
が
始

ま
り
３
０
０
０
坪
を
超
す
緑

地
公
園
が
完
成
し
春
の
桜
・

秋
の
紅
葉
・
は
ぜ
の
紅
葉
・

ど
ん
ぐ
り
の
黄
葉
等
々
季
節

で
来
園
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
特
筆
し
た

い
の
は
、
当
時
草
花
は
何
も

植
え
て
い
な
か
っ
た
も
の

の
、
30
年
の
歳
月
は
い
ろ
ん

な
種
類
の
草
花
の
種
が
飛
ん

で
き
た
の
か
、
鳥
が
運
ん
で

来
て
く
れ
た
の
か
毎
年
季
節

に
よ
っ
て
色
ん
な
種
類
の
可

愛
い
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま

す
。

　

今
は
、
ふ
で
り
ん
ど
う
の

群
生
・
ね
じ
花
・
水
仙
・
キ

バ
ナ
ツ
メ
ク
サ
・
紅
花
夕
化

　

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち

並
ぶ
鳥
飼
地
区
に
も
自
然
は

あ
り
ま
す
。

　

毎
年
冬
に
な
る
と
メ
ジ
ロ

や
鶯
が
出
て
き
ま
す
。

　

昨
年
末
か
ら
今
年
の
春
に

か
け
て
は
、
我
が
家
に
は
メ

ジ
ロ
が
来
ま
し
た
が
鶯
は
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
５
月
の
中
頃
、
城

西
中
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

鶯
の
美
し
い
鳴
き
声
が
響
い

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
聞
き
な
が

ら
シ
ニ
ア
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
も
弾
み
ま
し
た
。

　

樋
井
川
近
く
で
は
野の
ば
と鳩
や

鶫つ
ぐ
み、
赤
い
腹
の
鶲
ひ
た
き
な
ど
も
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
川

に
は
鴨か
も

や
鶺せ
き
れ
い鴒
、
白
い
鷺さ
ぎ

、

川か
わ
う鵜
な
ど
も
飛
来
し
て
い
ま

す
。

　

急
速
に
ビ
ル
街
へ
変
わ
り

つ
つ
あ
る
鳥
飼
地
区
で
す

が
、
自
然
が
残
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

粧
・
エ
ゴ
ノ
キ
・
イ
キ
シ
ア

マ
キ
ュ
ラ
ー
タ
・
大
松
葉
海

蘭
・
地
縛
・
マ
ル
ス
シ
ル
ウ

エ
ス
ト
リ
ス
・
す
み
れ
。

　

こ
れ
ら
の
草
花
の
名
前
は

ス
マ
ホ
で
撮
影
し
判
定
機
能

で
名
前
が
判
明
し
た
も
の
で

す
。
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
が

調
べ
て
名
前
が
判
明
し
た
時

は
と
っ
て
も
嬉
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
朝
ド
ラ
「
ら

ん
ま
ん
」
の
主
人
公
と
同
じ

気
持
ち
で
す
、
緑
地
公
園
に

つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
書
き
足

り
ま
せ
ん
が
今
回
は
こ
の
辺

で
終
わ
り
に
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

七
隈
校
区
　
千
歳
会

�

丸
田
　
正
博
（
78
）

こ
の
地
に
移
り
住
ん
で

こ
の
地
に
移
り
住
ん
で
3434
年年

鳥
飼
校
区
　
第
二
五
葉
会

�

上
原
　
喜
進
（
86
）

街
中
の
鳥
飼
地
区
に
も
自
然
は
あ
る

街
中
の
鳥
飼
地
区
に
も
自
然
は
あ
る
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
基

本
方
針
と
し
て
、「
健
康
、

友
愛
、
社
会
奉
仕
」
活
動
を

三
大
運
動
と
し
て
取
り
組

み
、
毎
年
9
月
に
は
全
国
一

斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」
運

動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ

り
ま
す
。

　

当
田
島
ち
と
せ
会
で
も
本

事
業
を
行
う
た
め
に
町
内
に

所
在
す
る
田
島
北
公
園
、
生

活
道
路
と
併
せ
て
、
筑
肥
新

道
の
歩
道
に
約
12
㍍
間
隔
で

「
い
ち
ょ
う
の
木
」
が
植
樹

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
根
廻
り

（
一
部
約
2
㍍
x
1
・
5
㍍
）

に
は
雑
草
が
生
い
茂
り
、
草

刈
り
を
行
っ
て
い
る
の
が
毎

「
一
人
一
花
」運
動
に
参
加
し
て

「
一
人
一
花
」運
動
に
参
加
し
て

��

花
壇
づ
く
り
に
挑
戦

花
壇
づ
く
り
に
挑
戦

田
島
校
区
　
田
島
ち
と
せ
会
　
会
長
　
上
田
　
満
夫
（
83
）

年
の
作
業
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
雑
草
の
高
さ
40
㌢
〜
50
㌢

に
伸
び
て
お
り
、
刈
り
取
る

の
も
一
苦
労
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
発
想
の
転
換

を
図
り
こ
の
場
所
に
花
壇
を

作
っ
た
ら
ど
う
か
と
役
員
会

で
話
し
合
い
、
福
岡
市
の
道

路
管
理
課
の
許
可
を
取
る
と

共
に
土
壌
改
良
を
し
て
頂
き

ま
し
た
。
福
岡
市
緑
の
ま
ち

づ
く
り
協
会
の「
一
人
一
花
」

運
動
の
助
成
金
交
付
申
請
を

行
い
(4
ヶ
所
、
延
べ
面
積

13
平
方
㍍
)、
花
壇
づ
く
り

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
今
年
で

2
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

当
初
は
役
員
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
事
と
し
た

も
の
の
、
花
壇
づ
く
り
は
全

く
の
素
人
で
あ
り
ま
し
た
。

何
事
も
右
往
左
往
の
中
で
、

幸
い
に
も
緑
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
福
岡
市
緑
の
ま

ち
づ
く
り
協
会
認
定
)
の
資

　

私
が
老
人
ク
ラ
ブ
と
関
わ

り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
両
親
が
地
域
の
行
事
に

参
加
す
る
際
、
付
き
添
い
で

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の

私
と
老
人
ク
ラ
ブ

私
と
老
人
ク
ラ
ブ

堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ
　
内
場
　
幸
子
（
73
）

時
に
沢
山
の
方
々
と
お
知
り

合
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
親
を
在
宅
で
看
取
っ
た

あ
と
は
、
家
庭
菜
園
、
見
よ

う
見
ま
ね
の
庭
木
の
手
入
れ

や
、家
の
周
辺
の
清
掃
な
ど
、

勝
手
気
ま
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
に

な
っ
て
か
ら
は
、
地
域
の
行

事
な
ど
に
も
な
る
べ
く
参
加

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

公
園
清
掃
に
、
い
つ
も
参

加
さ
れ
る
方
の
姿
が
み
え
な

い
時
、
気
に
な
っ
て
連
絡
を

す
る
と
“
忘
れ
て
た
！
”
と

元
気
な
声
が
返
っ
て
き
て

格
を
保
有
さ
れ
て
い
る
久
保

田
禮
子
さ
ん
が
町
内
に
在
住

さ
れ
、
当
会
へ
入
会
し
て
頂

き
ま
し
た
。
花
壇
造
り
の
段

取
り
や
維
持
管
理
等
全
般
に

わ
た
っ
て
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
取
り
組
む
事
が
で
き
、

大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
「
冬
・
春
用
」

と
「
夏
・
秋
用
」
の
種
苗
を

概
ね
年
2
回
に
分
け
て
植
え

替
え
を
行
い
維
持
管
理
に
取

り
組
む
事
と
し
た
も
の
の
、

最
後
の
課
題
と
し
て
残
っ
た

の
が
水
源
の
確
保
を
す
る
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

歩
道
沿
い
の
家
庭
か
ら
水

道
水
の
提
供
を
受
け
た
も
の

の
、
花
壇
の
両
端
は
約
80
㍍

の
距
離
、
歩
道
上
に
散
水

ホ
ー
ス
を
張
り
巡
ら
す
と
通

行
人
の
障
害
と
な
り
ま
す
。

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
散
水
で
苦

労
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

昨
年
の
暮
れ
に
他
の
家
庭
か

ら
も
水
道
水
の
提
供
を
い
た

だ
き
、
花
壇
づ
く
り
に
ご
理

解
を
頂
い
た
も
の
と
安
堵
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
は
3
班
に
班
割
り
し

て
輪
番
制
に
よ
り
日
々
散

水
、
除
草
等
の
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
通
行
人
か
ら
「
き
れ
い

で
す
ね
、
大
変
で
す
ね
」
と

優
し
い
お
声
を
か
け
て
く
れ

る
方
が
い
る
一
方
で
、
花
壇

内
に
犬
の
糞
を
さ
せ
る
人

や
自
転
車
の
乗
り
上
げ
に
よ

る
草
花
の
損
傷
が
見
受
け
ら

れ
る
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。

　

最
後
に
役
員
の
平
均
年
齢

も
80
歳
を
超
え
て
お
り
、
少

し
で
も
若
い
方
の
支
援
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
て
か

ら
が
、
本
当
の
意
味
で
“
社

会
人
”
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し

て
よ
り
良
い
“
社
会
人
”
に

な
れ
る
よ
う
に
。

「
元
気
に
笑
顔
で
転
ば
な

い
よ
う
に
！
」
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が
念
願
の
統
一
を
果
た
す
。
そ

の
後
「
随
」
は
高
句
麗
政
略
に

失
敗
し
、
６
１
８
年
「
唐
」
に

よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。「
唐
」

と
い
う
強
大
な
国
家
の
出
現
に

よ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係

は
再
び
大
き
く
変
化
す
る
事
に

な
っ
た
。
7
世
紀
に
な
る
と
朝

鮮
半
島
情
勢
は
高
句
麗
・
新
羅
・

百
済
と
い
う
三
国
の
抗
争
が
激

し
さ
を
増
す
な
か
、
倭
国
の
援

助
も
空
し
く
、
６
６
０
年
唐
・

新
羅
の
連
合
軍
に
よ
り
、
百
済

の
都
で
あ
る
扶ぶ

よ余
が
陥
落
し
、

百
済
は
滅
亡
。

　　

倭
国
は
百
済
の
復
興
支

援
（
白
村
江
の
戦
い
）
を
計

画
。
６
６
１
年
に
斉
さ
い
み
ょ
う明
天
皇
・

中な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

大
兄
皇
子
は
2
万
7
千
人
の

軍
を
率
い
て
、那
の
津
（
博
多
）

に
至
り
、
朝
あ
さ
く
ら
の
た
ち
ば
な
の
ひ
ろ
に
わ
の
み
や

倉
橘
広
庭
宮

（
朝
倉
市
か
？
）
に
て
斉
明
天

皇
が
急
死
。
６
６
３
年
白
村
江

の
戦
い
で
、
倭
軍
は
百
済
の
復

興
を
目
指
し
て
渡
海
、
結
果
と

し
て
大
敗
。
唐
・
新
羅
連
合
軍

の
報
復
来
襲
を
恐
れ
た
倭
は
、

防
衛
の
た
め
に
、
６
６
４
年
対

馬
・
壱
岐
・
筑
つ
く
し
の
む
ろ
み

紫
館
に
防さ
き
も
り人
・

烽と
ぶ
ひを
配
置
し
て
、水
城
を
築
き
、

６
６
５
年
は
朝
鮮
式
山
城
の
大

野
城
・
基き

い肄
城
を
築
き
、
那
の

津
口
（
博
多
湾
の
側
）
に
あ
っ

た
那
津
官
家
は
攻
め
込
ま
れ
て

は
危
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
筑

紫
平
野
の
奥
に
所
在
を
移
し

た
。「
大
宰
府
政
庁
」
の
誕
生

で
あ
る
。
結
果
的
に
は
報
復
襲

来
は
な
か
っ
た
。

　

太
宰
府
の
長
官
は
大だ
ざ
い
の
そ
ち

宰
帥

と
呼
ば
れ
、
大
伴
旅
人
は
、

７
２
７
年
赴
任
。
政
治
家
と

し
て
だ
け
で
な
く
歌
人
と
し

て
も
才
を
発
揮
し
た
人
物
で
、

文ぶ
ん
じ
ん人
達
と
交
わ
り
、
天
平
2
年

（
７
３
０
年
）
正
月
13
日
邸
宅

に
大
宰
府
や
九
州
諸
国
の
役
人

等ら

を
招
い
て
「
宴
」
を
開
催
。

当
時
中
国
か
ら
渡
来
し
た
大
変

高
貴
な
花
で
あ
っ
た
「
梅
」
を

テ
ー
マ
に
歌
を
詠
ん
だ
こ
と
か

ら
「
梅
花
の
宴
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。

　　

典
拠
は
１
２
０
０
年
程
前
に

編へ
ん
さ
ん纂
さ
れ
た
「
万
葉
集
」
の

「
梅
花
の
宴
」
で
詠
ま
れ
た

三
十
二
首
の
歌
の
冒
頭
に
あ
る

文
章
「
序
文
」
に
な
る
。
初
春

の
「
令れ
い
げ
つ

」
月
、
気き
う
る
わ淑
し
く
、
風

「
和や
わ

」
ら
ぐ　

梅
は
鏡
き
ょ
う
ぜ
ん前
の
粉
に

披ひ
ら

き
、
蘭
は
珮は
い
ご後
の
香
り
に
薫

る
。

の
文
言
を
引
用
し
た
も
の
で
、

「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
元
号

で
す
。

諸
国
＝
日
本
の
古
墳
時
代
に

あ
た
る
3
世
紀
後
半
〜
6
世

紀
頃
朝
鮮
半
島
南
部
に
あ
っ

た
国
々
（
小
国
）
の
総
称
、
鉄

生
産
と
海
上
交
易
で
栄
え
、

５
６
２
年
新
羅
に
よ
り
併
合
・

滅
亡
。
日
本
で
は
多
く
任み
な
ま那
と

呼
び
、
死
語
に
な
っ
た
。
深
い

関
わ
り
を
持
つ
渡
来
人
は
倭

人
と
交
流
し
、
先
進
文
化
の

窓
口
と
し
て
、
稲
作
（
灌か
ん
が
い漑
）、

牛
馬
の
移
入
と
飼
育
、
製
鉄
・

窯よ
う
ぎ
ょ
う
業
（
土
器
「
須
恵
器
」
の
手

法
、
か
ま
ど
を
使
っ
た
蒸
す
と

い
う
調
理
法
）
金
工
な
ど
多
様

な
技
術
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
し

て
日
本
文
化
が
形
作
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。

・
大
伴
旅
人
（
６
６
５
年
〜

７
３
１
年
、
飛
鳥
〜
奈
良
時
代

の
人
）

1

回

目

は

中

納

言

兼

中な
か
つ
か
さ
き
ょ
う

務
卿
で
７
２
０
年
隼は
や
と人

（
鹿
児
島
）
の
反
乱
が
勃
発
し

た
際
、
征せ
い
は
や
と
じ
せ
つ
た
い
し
ょ
う
ぐ
ん

隼
人
持
節
大
将
軍
と

し
て
任
せ
ら
れ
、
隼
人
を
討

つ
。
2
回
目
は
7
年
後
７
２
７

年
大
宰
帥
に
任
命
さ
れ
、
大
宰

府
政
庁
に
赴
任
。

・
万
葉
集
と
大
伴
家
持

南
片
江
校
区
　
南
片
江
第
一
長
寿
会

�

天
本
　
宏
（
82
）

元
号「
令
和
」ゆ
か
り
の
地

元
号「
令
和
」ゆ
か
り
の
地

大
宰
府
政
庁（
国
指
定
特
別
史
跡
）

大
宰
府
政
庁（
国
指
定
特
別
史
跡
）

　

５
２
７
年
（
古
墳
時
代
）

継け
い
た
い体
天
皇
（
第
26
代
）
の
時
代

に
、
倭
の
王
権
に
九
州
の
豪
族

が
反
旗
を
翻
ひ
る
が
えし
た
事
件
。
新
羅

に
よ
り
奪
わ
れ
た
伽か

や耶
諸
国

（
倭
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
）

を
奪
還
す
る
た
め
、
継
体
天
皇

は
6
万
の
軍
勢
を
派
遣
し
よ
う

と
し
た
が
、
新
羅
か
ら
賄
賂
を

受
け
取
っ
た
筑
紫
君
磐
井
が
こ

れ
に
対
抗
。
1
年
半
に
及
ぶ
戦

闘
の
後
、
破
れ
、
斬
殺
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
９
年
後
（「
日
本

書
紀
）
よ
り
）、宣
化
天
皇
（
第

28
代
）
宣
化
元
年
（
５
３
６

年
）
5
月
条
に
「
那
の
津
の
口

に
官み
や
け家
を
修
造
し
、
内
外
の
有

事
（
非
常
時
）
に
備
え
て
穀

物
を
蓄
え
さ
せ
た
」
と
あ
る
。

筑ち
く
し
の
だ
ざ
い

紫
大
宰
（
大
宰
府
の
長
官
に

あ
た
る
職
位
）
を
派
遣
し
て
政

治
・
外
交
・
軍
事
（
防
衛
）
に

あ
た
ら
せ
た
。

　

５
８
９
年
（
飛
鳥
時
代
）
分

裂
状
態
に
あ
っ
た
中
国
で「
随
」

那
津
官
家
が
で
き
た
理
由

「
筑
紫
君
磐
井
の
乱
」

緊
張
と
対
立

ー
白
村
江
の
戦
い
と

那
津
官
家

斉
明
天
皇
と
中
大
兄
皇
子

元
号「
令
和
」に
つ
い
て

「
作
者
の
所
見
」と「
備
考
」

大宰府政庁跡地

・
大
宰
府
政
庁
が
存
在
し
な

か
っ
た
ら
‼
「
大
伴
旅
人
」
も

息
子
の
「
大
伴
家
持
」
も
「
菅

原
道
真
」
も
大
宰
府
に
来
て
い

な
い
。

・「
那
の
津
」
か
ら
「
博
多
」

へ弥
生
時
代
後
期
（「
金
印
」
到

来
の
頃
）
〜
古
墳
時
代
〜

飛
鳥
時
代
は
「
那
の
津
」
と
呼

ば
れ
る
。
奈
良
時
代
か
ら
「
博

多
」
と
、「
土
地
が
博ひ
ろ

く
多お
お

く

の
物
が
集
積
す
る
所
。」

・
朝
鮮
半
島
（
高
句
麗
・
新

羅
・
百
済
・
伽
耶
諸
国
）
伽
耶

4
世
紀
（
飛
鳥
時
代
）
〜
8

世
紀
後
半
頃
（
奈
良
時
代
）

４
５
１
６
首
の
20
巻
か
ら
な

り
、
奈
良
時
代
に
生
ま
れ
た
日

本
最
古
の
大
歌
集
。
編
纂さ
ん

者

の
大
伴
家
持
（
７
１
８
年
〜

７
８
５
年
（
奈
良
時
代
の
人
）

は
少
年
時
代
（
10
歳
）
の
3
年

と
後
に
大
宰
府
政
庁
の
高
官

（
大
宰
少
弐
＝
50
歳
頃
）
と
し

て
3
年
、
合
わ
せ
て
2
回
、
約

6
年
間
大
宰
府
に
い
ま
し
た
。

万
葉
集
の
1
割
以
上
の
首
が

彼
の
歌
で
す
。

初
春
の
令
月
、気
淑
し
く
、風
和
ら
ぐ

　
　

梅
は
鏡
前
の
粉
に
披
き
、蘭
は
珮
後
の
香
に
薫
る
。

梅
花
の
歌（
梅
花
歌
三
十
二
首 

并
せ
て
序
）

「梅花の宴」の様子再現

大
宰
府
政
庁
と

�

「
梅
花
の
宴
」



（10）第 7 6 号  ふ れ あ い
　

朝
5
時
に
目
覚
め
た
。
昨
晩

セ
ッ
ト
し
て
い
た
エ
ア
コ
ン
も

動
き
出
し
寒
さ
は
そ
れ
程
で
も

な
か
っ
た
。
軽
い
食
事
を
済
ま

せ
た
後
、
防
寒
コ
ー
ト
を
着
て

外
に
出
た
。
妻
か
ら
「
暗
い
道

だ
か
ら
気
を
付
け
て
」
の
言
葉

に
送
ら
れ
て
車
で
家
を
出
た
。

公
道
に
出
る
と
街
灯
で
道
路
は

明
る
か
っ
た
が
日
中
と
異
な
る

こ
と
は
人
の
気
配
が
全
く
無
い

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
状
態
だ
っ

た
。
時
々
反
対
車
線
に
車
が
現

れ
離
合
を
繰
り
返
し
た
。
国
道

２
６
３
号
を
南
下
し
続
け
、
内

野
か
ら
三
瀬
峠
の
登
山
道
路
に

入
る
と
街
路
灯
も
無
く
暗
い
道

を
ひ
た
す
ら
走
っ
た
。
三
瀬
ト

ン
ネ
ル
が
近
づ
く
と
オ
レ
ン
ジ

色
の
道
路
照
明
が
現
れ
て
ト
ン

ネ
ル
内
も
オ
レ
ン
ジ
の
照
明
灯

が
続
い
て
い
た
。
ト
ン
ネ
ル
を

出
て
も
オ
レ
ン
ジ
の
照
明
灯
は

続
い
て
い
た
が
、
や
が
て
照
明

の
な
い
暗
い
山
道
が
続
い
て
い

た
。

　

指
定
さ
れ
た
「
吉
野
ヶ
里
歴

史
公
園
」
に
到
着
し
た
の
は
午

前
7
時
前
で
周
囲
は
暗
か
っ

た
が
既
に
人
の
動
き
が
あ
っ

た
。
受
付
を
済
ま
せ
す
ぐ
に
仮

設
の
事
務
所
で
着
替
え
た
。
全

て
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
が

ス
タ
ッ
フ
が
付
き
添
っ
て
く
れ

た
。
集
合
場
所
に
行
く
と
30
人

く
ら
い
の
出
演
者
の
着
替
え
と

メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
す
る
人
も
い
て

ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

　

今
日
か
ら
参
加
す
る
出
演
者

が
集
め
ら
れ
注
意
事
項
と
撮
影

内
容
の
説
明
が
あ
っ
た
。衣
服
・

履
物
・
袋
物
・
飲
料
水
以
外
の

私
物
は
全
て
こ
の
集
合
場
所
に

保
管
さ
れ
、
撮
影
現
場
に
は
持

込
み
禁
止
で
帰
宅
ま
で
錠
前
で

閉
ざ
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
私
は
寒
さ
対
策
で
下
着
に

カ
イ
ロ
を
貼
り
、
わ
ら
じ
を
履

き
、
簑
を
着
け
た
弥
生
人
に
衣

替
え
し
て
、
待
機
場
所
に
移
動

し
出
番
を
待
っ
た
。

　

撮
影
は
助
監
督
か
ら
指
名
さ

れ
て
呼
出
さ
れ
簡
単
な
振
り
付

け
を
し
な
が
ら
撮
影
が
行
わ
れ

た
。
堤
映
画
監
督
は
別
の
と
こ

ろ
で
画
像
を
見
て
い
る
と
の
事

で
あ
っ
た
。
移
動
式
カ
メ
ラ
は

2
本
の
レ
ー
ル
上
の
台
に
乗
せ

ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
他
数
台

の
固
定
式
の
カ
メ
ラ
が
あ
っ

た
。

　

日
々
の
村
の
生
活
で
は
土
器

や
石
器
作
り
、
漁
労
や
狩
猟

シ
ー
ン
、
衣
料
の
蓑
、
動
物
の

毛
皮
と
履
物
の
わ
ら
じ
や
荒
縄

作
り
な
ど
。
争
い
シ
ー
ン
で
は

土
地
争
い
、
狩
場
で
の
争
い
。

自
然
災
害
場
面
で
は
日
照
り
、

大
雨
、
火
山
噴
火
が
あ
っ
た
が

出
演
者
は
小
道
具
を
与
え
ら
れ

て
そ
れ
に
対
応
し
た
動
き
を
し

た
。撮
影
は
背
景
を
変
え
た
り
、

人
数
を
変
更
し
た
り
し
て
18
時

に
終
わ
っ
た
。
私
の
最
大
の
ミ

ス
は
猪
の
毛
皮
を
干
す
場
面
で

防
寒
用
の
下
着
が
背
伸
び
し
た

時
に
表
に
露
出
し
て
N
G
に

な
っ
た
。
す
ぐ
修
正
し
て
再
開

で
き
た
が
迷
惑
を
か
け
た
。
参

加
者
は
記
念
品
を
受
け
取
り
解

散
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
7
か
月
後
「
ま
ぼ

ろ
し
の
邪
馬
台
国
」
試
写
会
の

案
内
書
を
受
け
取
っ
た
。
中
州

の
映
画
館
で
開
か
れ
た
。
一
日

が
か
り
で
撮
影
さ
れ
た
吉
野
ヶ

里
の
シ
ー
ン
は
15
分
ぐ
ら
い
に

カ
ッ
ト
さ
れ
て
が
っ
か
り
し
た

が
、
主
演
の
吉
永
小
百
合
さ
ん

と
竹
中
直
人
さ
ん
が
福
岡
に
来

訪
し
挨
拶
を
受
け
て
救
わ
れ
た

気
が
し
た
。

七隈校区　みどりの会
� 　菅間　一公（83）

「まぼろしの邪馬台国」「まぼろしの邪馬台国」
　　　　映画出演の追憶　　　　映画出演の追憶

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770
お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767

加入申込書等、
資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2023年7月15日～9月15日まで
2024年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2023年3月作成　22TC-102744

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2023年
2024年

2023年
2024年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ
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文
芸

〒 814-0192
城南区鳥飼 6–1–1 城南区役所１階
城南区シニアクラブ連合会事務局
 TEL：092-833-4107

● ● ふ れ あ い 原 稿 募 集ふ れ あ い 原 稿 募 集 ● ●

次号令和 6年 1月 15 日発行「ふれあい第次号令和 6年 1月 15 日発行「ふれあい第
77号」の掲載原稿を募集します77号」の掲載原稿を募集します

締切：令和5年 9月末締切：令和5年 9月末
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ふれあい第 77 号ふれあい第 77 号 ◆原稿のジャンルは、クラブ活動、旅行記、
　郷土史、随想、文芸（俳句、短歌、川柳）など

◆写真もあわせてぜひお送りください。
　（写真はきれいなものをお願いします）

◆クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記してください。

◆縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

◆お送りいただく原稿は、全て自作未発表の
　ものに限ります。（二重投稿はご

遠慮ください）

※ 紙面の都合上一部割愛、掲載
見送り等をする場合もあります。
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「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」
の
発
行
に
あ
た

り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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Ｗ
Ｈ
Ｏ
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多
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だ
き
誠
に
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
紙
「
ふ
れ
あ
い
」
を
通
し
て
、
城
南
区
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み

や
、
楽
し
み
様
々
な
情
報
な
ど
を
、
こ
れ
か
ら

も
お
届
け
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
老
人
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ラ
ブ
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域
で
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趣
味
、
旅
行
、
体
験
談
な
ど
や
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芸
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短

歌
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俳
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川
柳
）
な
ど
多
数
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投
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を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
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す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
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願
い
い
た
し
ま
す
。
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おおむねおおむね 60歳以上なら60歳以上なら
誰でも入会できます誰でも入会できます。。

《シニアクラブの生活と地域を豊かにする楽しい活動》
　会員になり、自分にできる趣味・軽スポーツを
通じての仲間づくリ、生きがいづくり、健康づく
りができます。

仲間がいるから面白い仲間がいるから面白い出会い出会い

声かけ、見守りで孤独を防ぐ声かけ、見守りで孤独を防ぐ 　一人暮らしや高齢者世帯等への声かけや情報
提供により孤立を防ぎます。友　愛友　愛

高齢者だからできること高齢者だからできること 　皆さんがこれまで培った知恵や経験や地域の
歴史を他世代へ伝えることができます。交　流交　流

美しい城南区を次代に残す美しい城南区を次代に残す 　清掃活動や花いっぱい運動で高齢者の技能を
生かし、次代に美しい環境を残せます。奉　仕奉　仕

《連絡先》
お気軽にお問い合せください 城南区シニアクラブ連合会 TEL：092-833-4107

お住まいの地域に、シニアクラブを立ち上げたい
という方もぜひご相談ください !

ともに笑顔あふれる毎日を過ごしませんかともに笑顔あふれる毎日を過ごしませんか

シニアクラブ会員募集中！シニアクラブ会員募集中！

リーダー研修会

演芸大会
グラウンド・ゴルフ


